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は
じ
め
に
本
号
で
紹
介
す
る
の
は
、
前
号
に
引
き
続
き
田
中
光
顕
宛
山
県
有
朋
書
翰
（
巻
五
三
〜
巻
五
八
、
全
三
二
通
、
未
完
）
で
あ
る
。
今
回
は
、
田
中
光
顕
の
宮
内
次
官
お
よ
び
宮
内
大
臣
の
在
任
期
間
中
と
記
さ
れ
た
書
翰
が
中
心
と
な
る
。
さ
て
、
主
な
書
翰
を
紹
介
し
よ
う
。
最
初
に
目
に
付
く
の
は
宮
中
・
皇
室
に
関
係
す
る
書
翰
で
あ
る
。
三
○
一
番
書
翰（
明
治
二
八
年
八
月
一
七
日
付
）に
は「
故
親
王
殿
下
之
御
祭
事
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
明
治
二
八
年
八
月
一
七
日
に
行
わ
れ
た
故
輝
仁
親
王
の
「
一
周
式
年
祭
」
を
い
う
。
輝
仁
親
王
（
満
宮
）
は
、
明
治
二
六
年
一
一
月
三
○
日
に
明
治
天
皇
の
第
五
子
と
し
て
誕
生
し
た
。
実
母
は
園
祥
子
（
権
典
侍
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
翌
二
七
年
七
月
一
六
日
に
、
慢
性
脳
炎
か
ら
心
臓
麻
痺
を
起
こ
し
、
療
養
先
の
箱
根
宮
ノ
下
で
亡
く
な
っ
た
。
一
周
式
年
祭
の
こ
の
日
、
侍
従
綾
小
路
有
良
が
霊
殿
お
よ
び
墓
所
に
代
拝
し
た
（
宮
内
庁
『
明
治
天
皇
紀
』
第
八
〈
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
三
年
〉、
八
七
八
頁
、
明
治
二
八
年
八
月
一
七
日
の
条
）。
次
い
で
、「
昨
日
来
皇
太
子
殿
下
御
病
症
一
変
し
病
勢
大
に
増
進
」
と
あ
る
の
は
、
嘉
仁
親
王
、す
な
わ
ち
の
ち
の
大
正
天
皇
の
肺
炎
の
悪
化
を
心
配
し
た
記
述
で
あ
る
。
こ
の
た
め
明
治
二
八
年
八
月
一
五
日
お
よ
び
一
八
、
一
九
の
両
日
に
侍
従
試
補
広
幡
忠
朝
が
病
状
確
認
の
た
め
に
嘉
仁
親
王
の
い
る
高
輪
御
殿
に
派
遣
さ
れ
、ま
た
一
六
、
二
○
の
両
日
に
は
東
宮
大
夫
黒
川
通
軌
が
、
さ
ら
に
一
八
日
に
は
東
宮
侍
従
中
山
孝
麿
が
天
皇
に
拝
謁
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
、
二
一
日
に
中
山
が
拝
謁
、
広
幡
が
高
輪
御
殿
派
遣
、
中
山
は
さ
ら
に
二
三
、
二
五
の
両
日
拝
謁
し
た
。
二
八
日
、
九
月
一
日
に
黒
川
が
拝
謁
、
同
三
日
に
至
っ
て
よ
う
や
く
嘉
仁
親
王
の
「
病
気
軽
快
せ
る
を
慶
賀
」
す
る
こ
と
が
で
き
、
関
係
者
の
心
配
、
不
安
は
解
消
さ
れ
た
（
同
上
、
八
七
八
—
八
八
九
頁
）。
書
翰
に
よ
れ
ば
、
山
県
自
身
が
高
輪
御
殿
に
赴
こ
う
と
し
て
い
る
。
山
県
の
心
配
ぶ
り
は
尋
常
一
様
で
は
な
か
っ
た
。
勿
論
、
天
皇
や
皇
太
子
の
健
康
な
ど
皇
室
全
般
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
は
田
中
や
山
県
に
限
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、
彼
ら
が
自
身
の
人
生
そ
の
も
の
、
そ
し
て
日
本
と
い
う
国
家
の
観
点
か
ら
皇
室
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
う
し
た
僅
か
な
手
が
か
り
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
明
治
天
皇
と
山
県
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
良
く
知
ら
れ
て
い
る
挿
話
と
し
て
次
の
一
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よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
明
治
四
五
年
七
月
一
五
日
、
亡
く
な
る
直
前
の
明
治
天
皇
が
枢
密
院
の
会
議
に
臨
席
し
た
際
に
、
居
眠
り
を
し
て
し
ま
い
、
そ
れ
を
見
咎
め
た
枢
密
院
議
長
の
山
県
が
軍
刀
で
「
床
を
一
つ
コ
ツ
ン
」
と
叩
い
て
、
目
を
覚
ま
せ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
挿
話
は
、
天
皇
に
対
し
て
も
、
い
や
天
皇
だ
か
ら
こ
そ
と
い
う
べ
き
か
、
厳
格
さ
を
求
め
る
山
県
の
性
格
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
山
県
は
天
皇
へ
の
不
敬
行
為
に
な
り
か
ね
な
い
こ
と
に
躊
躇
す
る
様
子
も
な
く
、
立
憲
君
主
と
し
て
の
天
皇
の
あ
り
方
を
追
求
し
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
時
天
皇
の
病
状
は
重
篤
な
状
態
に
入
り
つ
つ
あ
り
、
そ
の
た
め
「
枢
密
院
開
設
以
来
二
十
余
年
の
間
、［
中
略
。
筆
者
註
、
以
下
同
じ
］
只
の
一
度
も
そ
ん
な
事
は
な
か
つ
た
」
と
い
う
珍
事
、
す
な
わ
ち
天
皇
の
会
議
中
の
居
眠
り
が
起
き
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
（
入
江
貫
一
『
山
県
公
の
お
も
か
げ
附
追
憶
百
話
』
〈
偕
行
社
編
纂
部
、
一
九
二
二
年
〉
一
—
二
頁
。
以
下
、
同
書
を
『
山
県
公
の
お
も
か
げ
』
と
略
す
）。
山
県
も
天
皇
の
病
状
を
知
ら
な
か
っ
た
訳
で
は
あ
る
ま
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ほ
ど
重
篤
な
状
態
で
あ
る
と
は
思
い
及
ば
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
思
い
出
話
を
残
し
た
入
江
貫
一
は
、「
な
ぜ
に
今
少
し
早
く
近
侍
の
者
に
も
心
付
か
な
ん
だ
ら
う
か
と
、
真
に
残
念
に
思
は
れ
て
な
ら
な
か
つ
た
」（
同
上
、
三
頁
）
と
天
皇
の
病
状
へ
の
配
慮
が
足
り
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
い
て
い
る
。
こ
の
後
悔
の
こ
と
ば
は
、
無
論
、
天
皇
を
目
覚
め
さ
せ
た
山
県
を
責
め
て
い
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
山
県
に
代
わ
っ
て
釈
明
、
弁
明
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
田
中
や
山
県
ら
の
皇
室
尊
崇
の
念
は
幕
末
の
尊
王
運
動
に
起
源
を
有
す
る
。
尊
王
運
動
の
志
士
た
ち
が
生
き
延
び
、
や
が
て
そ
の
中
の
一
部
が
国
家
指
導
者
と
な
り
明
治
国
家
を
創
出
し
た
訳
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
の
天
皇
や
皇
室
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
場
合
、
こ
う
し
た
書
翰
に
垣
間
見
え
る
彼
ら
の
素
朴
な
情
緒
的
側
面
に
も
目
を
向
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
枢
密
院
議
長
が
天
皇
臨
席
の
同
院
会
議
に
佩
刀
し
て
着
座
す
る
と
い
う
あ
り
方
は
山
県
議
長
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。
田
中
と
山
県
の
天
皇
、
皇
室
、
宮
中
と
の
関
わ
り
の
深
さ
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
、
三
一
五
番
書
翰
（
明
治
二
九
年
三
月
一
一
日
付
）
の
「
御
暇
乞
」
の
内
奏
依
頼
や
、
三
一
七
番
書
翰
（
明
治
三
一
年
一
○
月
八
日
付
）
に
お
け
る
皇
太
子
の
病
状
を
心
配
す
る
記
述
、
さ
ら
に
三
三
二
番
書
翰
（
明
治
年
代
不
明
八
月
二
五
日
付
）
に
お
け
る
「
此
度
御
息
所
御
内
定
相
成
大
賀
。
一
昨
年
来
非
常
之
御
配
慮
相
成
候
処
、
遂
に
今
日
之
吉
報
を
得
、
老
兄
に
於
て
も
嘸
か
し
歓
喜
之
至
不
堪
想
察
候
」
と
い
う
記
述
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
（
御
休
息
所
と
は
、
天
皇
の
ご
寝
所
に
近
侍
す
る
官
女
を
い
う
）。
次
に
目
に
付
く
の
は
、
山
県
閥
あ
る
い
は
山
県
系
と
称
さ
れ
る
人
的
結
合
の
あ
り
方
を
示
唆
す
る
書
翰
で
あ
る
。
三
○
五
番
書
翰
（
明
治
二
九
年
一
二
月
三
○
日
付
）
の
同
封
書
翰
と
推
定
さ
れ
る
国
重
正
文
の
山
県
宛
書
翰
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
同
書
翰
に
お
い
て
国
重
は
山
県
に
就
職
の
斡
旋
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
ず
政
治
指
導
者
に
つ
き
ま
と
う
一
面
で
あ
る
。
大
正
六
年
六
月
一
四
日
、
自
邸
椿
山
荘
で
催
さ
れ
た
八
○
歳
の
誕
生
日
を
祝
う
賀
宴
に
は
朝
野
の
名
士
二
○
○
人
が
列
席
し
た
と
い
う
（
岡
義
武
『
岡
義
武
著
作
集
』
第
五
巻
山
県
有
朋
・
近
衛
文
麿
〈
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
〉
一
二
○
頁
）。
こ
れ
ら
の
名
士
の
中
に
は
山
県
の
周
旋
よ
ろ
し
き
を
得
て
職
に
あ
り
つ
い
た
人
々
も
い
た
筈
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
政
官
界
に
広
く
形
成
さ
れ
た
山
県
閥
あ
る
い
は
山
県
系
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
結
集
要
因
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
就
職
の
斡
旋
は
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
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し
か
し
、
大
正
一
一
年
二
月
九
日
、
日
比
谷
公
園
で
執
り
行
わ
れ
た
山
県
の
国
葬
へ
の
列
席
者
が
意
外
な
程
少
な
か
っ
た
こ
と
も
良
く
知
ら
れ
た
挿
話
で
あ
る
。
推
察
す
る
に
、
首
尾
良
く
職
を
得
た
人
々
全
員
が
斡
旋
の
労
を
執
っ
た
故
人
の
恩
義
を
長
く
心
に
留
め
、
哀
悼
の
念
を
表
明
す
る
人
々
で
あ
っ
た
訳
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
上
山
満
之
進
も
、
山
県
の
死
去
に
際
し
て
新
椿
山
荘
に
弔
問
に
訪
れ
る
郷
党
の
人
々
が
少
な
か
っ
た
こ
と
を
証
言
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
を
上
山
は
、「
先
輩
は
無
理
に
郷
党
の
後
輩
を
引
張
ら
ず
、後
進
も
強
て
阿
附
縁
せ
ず
、
従
て
双
方
の
地
位
が
著
し
く
懸
隔
し
て
［
中
略
］
そ
の
交
際
が
頗
る
疎
濶
で
あ
る
こ
と
の
例
証
で
あ
ら
う
」
と
、
政
官
界
に
お
け
る
長
州
人
、
山
口
県
人
の
気
質
と
い
う
一
般
論
に
求
め
て
い
る
（『
山
県
公
の
お
も
か
げ
』
二
七
一
頁
）。
し
か
し
、
こ
れ
は
故
人
に
対
す
る
配
慮
で
あ
ろ
う
。
山
県
自
身
の
人
間
関
係
の
結
び
方
と
山
県
周
辺
の
人
々
の
山
県
と
の
心
理
的
距
離
関
係
が
、
葬
儀
列
席
者
の
数
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
の
ち
に
憲
政
の
神
様
と
称
さ
れ
た
尾
崎
行
雄
は
、
山
県
と
伊
藤
博
文
、
大
隈
重
信
三
者
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
関
係
を
比
較
し
て
、
山
県
の
場
合
に
は
「
来
る
者
は
拒
む
、
去
る
者
は
止
む
る
的
で
狭
く
深
く
人
々
に
接
し
て
乾
児
を
作
る
と
い
ふ
こ
と
を
自
己
の
誇
り
と
し
た
」
と
評
し
、
伊
藤
に
つ
い
て
は
「
部
下
を
作
ら
ぬ
を
却
て
自
慢
に
し
た
」
と
、
さ
ら
に
大
隈
に
つ
い
て
は
「
浅
く
広
く
来
る
者
は
拒
ま
ず
、
去
る
者
は
追
は
ず
」
で
あ
っ
た
と
そ
れ
ぞ
れ
評
し
た
（『
山
県
公
の
お
も
か
げ
』
三
四
七
頁
）。
こ
の
人
物
批
評
を
妥
当
な
も
の
と
考
え
た
い
。
と
す
れ
ば
、国
重
は
山
県
を
取
り
巻
く「
狭
く
深
い
」人
的
結
合
の
一
員
で
あ
り
、
山
県
の
信
頼
を
勝
ち
得
て
い
た
一
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
三
二
○
番
書
翰
（
明
治
三
六
年
三
月
一
八
日
付
）
に
お
け
る
松
本
荘
一
郎
鉄
道
作
業
局
長
官
の
危
篤
に
際
し
て
関
係
者
か
ら
の
叙
爵
要
請
を
田
中
宮
相
に
取
り
次
い
で
い
る
こ
と
は
、
山
県
の
同
人
に
対
す
る
信
頼
感
の
表
れ
と
い
え
よ
う
（
松
本
は
、
明
治
三
六
年
三
月
一
九
日
に
無
爵
の
ま
ま
死
去
し
た
）。
三
二
一
番
書
翰
（
明
治
年
代
不
明
五
月
三
日
付
）
に
お
け
る
小
原
重
哉
（
天
保
五
年
—
明
治
三
五
年
、
司
法
省
刑
事
局
次
長
、
検
事
、
元
老
院
議
官
な
ど
を
歴
任
、
貴
族
院
議
員
在
任
期
間
は
明
治
二
四
年
—
同
三
五
年
）
貴
族
院
議
員
の
叙
爵
詮
議
に
際
し
て
、
武
井
守
正
（
貴
族
院
議
員
在
任
期
間
は
明
治
二
四
年
—
大
正
一
二
年
）
同
議
員
の
叙
爵
詮
議
を
依
頼
し
て
い
る
こ
と
も
同
様
に
解
釈
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
（
結
局
、
小
原
の
叙
爵
は
な
ら
ず
、
同
人
は
明
治
三
五
年
五
月
二
七
日
に
無
爵
の
ま
ま
死
去
し
た
。
武
井
は
、
明
治
四
二
年
九
月
に
至
っ
て
男
爵
に
叙
せ
ら
れ
た
）。
た
だ
し
、
山
県
は
自
分
の
周
辺
に
い
る
人
材
に
つ
い
て
厳
し
い
評
価
を
下
す
こ
と
も
あ
る
。
三
○
七
番
書
翰
（
明
治
三
一
年
二
月
九
日
付
）
お
よ
び
そ
の
同
封
書
翰
と
推
定
さ
れ
る
山
県
宛
中
山
寛
六
郎
書
翰
に
は
そ
れ
が
明
瞭
に
表
れ
て
い
る
。
中
山
は
母
親
の
病
状
を
述
べ
立
て
て
何
か
願
い
事
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
対
す
る
山
県
の
受
け
止
め
方
は
「
痴
情
男
子
之
妄
信
病
に
は
百
薬
之
効
験
も
更
に
無
之
、
一
咲
之
外
妙
薬
不
見
候
」
と
い
う
、
誠
に
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
中
山
寛
六
郎
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
留
学
経
験
を
有
し
、
明
治
一
○
年
代
以
来
山
県
に
仕
え
て
き
た
能
吏
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
最
終
的
に
会
計
検
査
院
の
部
長
職
で
終
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
終
着
点
の
原
因
、
理
由
と
し
て
こ
の
書
翰
に
見
ら
れ
る
山
県
の
厳
し
い
評
価
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
第
三
に
、
相
変
わ
ら
ず
、
田
中
と
山
県
の
共
通
の
趣
味
で
あ
る
歴
史
に
つ
い
て
触
れ
た
書
翰
も
あ
る
。
三
三
〇
番
書
翰
（
明
治
年
代
不
明
七
月
二
二
日
付
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
『
国
之
礎
』『
貞
観
政
要
』
と
い
う
二
つ
の
書
名
が
記
さ
れ
て
い
田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
十
一
）
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る
。『
国
之
礎
』
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
、
四
種
類
が
確
認
さ
れ
る
が
、
①
国
之
礎
社
（
山
口
県
阿
武
郡
生
雲
村
第
三
三
番
地
）
発
行
の
月
刊
誌
（
創
刊
は
明
治
三
○
年四月。創刊号のみ東京大学法学部明治新聞雑誌文庫で確認した）、②四
酬
会
（
東
京
市
赤
坂
区
表
町
一
丁
目
四
番
地
）
発
行
の
月
刊
誌
（
創
刊
は
明
治
三
二
年
四
月
。
同
上
）
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
他
の
二
種
類
は
、
③
愛
知
県
豊
橋
市
の
歴
史
的
著
名
人
に
関
す
る
辞
典
（
近
藤
健
吉
編
、
大
正
六
年
参
陽
新
報
社
刊
）
と
④
明
治
天
皇
の
勅
語
な
ど
の
編
纂
書
（
水
上
七
郎
編
、
大
正
一
三
年
刊
私
家版、発行地は三重県津市）である（両書共に国立国会図書館で確認した）。
①
は
、
同
地
の
寺
山
義
熊
と
い
う
人
物
を
発
行
兼
編
輯
人
と
し
、「
青
少
年
相
互
の
機
関
と
し
て
発
行
す
る
も
の
な
れ
ば
政
事
及
人
身
攻
撃
の
他
、
詩
文
、
小
説
総
て
喜
で
其
寄
稿
を
待
つ
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
創
刊
号
を
見
る
限
り
、
政
論
、
身
辺
雑
記
、
漢
詩
・
和
歌
、
史
論
等
の
随
筆
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
地
元
の
同
人
雑
誌
の
よ
う
な
体
裁
で
あ
る
。
②
は
、
①
よ
り
も
硬
派
の
趣
が
あ
り
、
政
論
、
幕
末
を
扱
っ
た
史
談
な
ど
の
随
筆
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
発
行
兼
編
輯
人
は
三
宅
貞
太
郎
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
発
行
元
を
表
す
四
酬
と
い
う
字
句
は
、「
君
父
師
友
の
四
大
恩
に
報
答
せ
む
事
を
期
す
」
（「
四
酬
会
基
準
」
第
三
条
）
と
い
う
同
誌
の
趣
旨
に
由
来
す
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
会
は
「
風
教
の
振
作
を
期
図
す
る
」（
同
上
）
こ
と
も
趣
旨
と
し
た
。
同
誌
の
日
本
に
つ
い
て
の
現
状
認
識
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。「
維
新
以
来
人
心
の
振
は
ざ
る
旧
秩
序
破
れ
て
、
新
秩
序
未
だ
全
く
確
立
せ
ず
［
中
略
］
教
学
の
事
に
任
ず
る
も
の
薄
志
弱
行
、
往
々
愚
夫
走
卒
の
嗤
笑
を
惹
く
も
の
あ
る
に
至
る
。百
鬼
昼ママ行
、邦
家
の
前
途
岌
々
乎
と
し
て
危
殆
な
り
」（「
国
之
礎
初
刊
の
辞
」）、
「［
国
之
礎
は
］
世
道
廃
頽
せ
る
が
故
に
生
る
。
人
心
振
作
の
必
要
に
促
が
さ
れ
て
生
る
［
中
略
］
王
政
復
古
以
来
、
文
運
の
発
達
、
宇
内
其
異
数
に
契ママ驚
す
。
之
れ
外
観
の
み
、
真
相
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。［
中
略
］
学
風
や
着
実
を
欠
ぎママ、
宗
教
振
は
ず
、
苟
も
人
の
標
に
立
つ
も
の
先
つ
自
ら
頽
る
［
中
略
］
征
清
の
役
以
来
我
国
民
は
自
負
に
失
し
、
世
事
を
視
る
こ
と
恰
も
塵
の
如
し
［
中
略
］
外
交
未
た
全
く
侮
蔑
を
去
ら
ず
、
内
治
未
た
全
く
整
理
の
功
を
示
さ
ず
、
皇
上
を
し
て
常
に
軫
念
を
煩
し
奉
る
［
中
略
］
射
利
専
門
の
世
間
」（
以
上
、「
社
論
」）
等
々
で
あ
る
。
こ
う
し
た
批
判
的
な
現
状
認
識
に
立
っ
て
、
同
誌
は
、「
社
会
の
監
督
者
を
以
て
任
し
、
国
体
の
擁
護
者
を
以
て
任
ぜ
ん
と
す［
中
略
］真
に
風
教
の
明
星
た
り
、主
張
堂
々
異
端
を
排
し
、
邪
説
を
斥
け
、
以
て
光
風
霽
月
の
佳
境
を
開
か
ん
と
す
」（
同
上
）、「
碩
学
高
徳
の
高
論
卓
説
を
集
輯
［
中
略
］
弱
志
迷
信
の
徒
国
を
誤
る
の
憂
慮
を
杜
絶
し
、
忠
孝
義
烈
の
風
を
素
養
」（「
四
酬
会
基
準
」第
三
条
）せ
ん
と
す
る
こ
と
を
宣
言
し
て
い
た
。
創
刊
号
の
裏
表
紙
に
は
、「
山
県
大
将
題
字
」
の
書
き
添
え
の
あ
る
『
松
陰
先
生
批
評
東
玻
策
』
お
よ
び
『
外
蕃
通
略
』
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
以
上
か
ら
考
え
る
と
、
三
三
〇
番
書
翰
に
記
載
さ
れ
た
「
国
之
礎
」
は
②
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
田
中
と
山
県
は
同
誌
に
掲
載
さ
れ
た
幕
末
期
を
叙
述
し
た
随
筆
な
ど
を
読
ん
で
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
『
貞
観
政
要
』
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
唐
の
第
二
代
皇
帝
太
宗
（
李
世
民
）
の
治
世
（
七
世
紀
前
半
期
。
後
世
、
貞
観
の
治
と
讃
え
ら
れ
た
）
に
お
け
る
皇
帝
と
「
群
臣
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
問
答
や
、
臣
下
が
皇
帝
に
命
が
け
の
諫
言
の
書
を
致
し
た
記
録
を
収
録
し
た
一
書
」（
疋
田
啓
佑
『
貞
観
政
要
を
読
む
』〈
明
徳
出
版
社
、
二
○
○
七
年
〉
序
文
〈
矢
崎
勝
彦
稿
〉
二
頁
）
で
あ
る
。
桓
武
天
皇
の
頃
に
日
本
に
伝
来
し
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
来
、
政
治
の
要
諦
と
し
て
尊
崇
さ
れ
て
き
た
と
い
文学部紀要　第六十二号
四
安岡・長井62_安岡・長井62  11/03/04  19:05  ページ 四
Hosei University Repository
う
（
原
田
種
成
『
貞
観
政
要
の
研
究
』〈
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
五
年
〉
五
○
—
八
一
頁
。
以
下
の
記
述
は
特
に
断
ら
な
い
限
り
同
書
に
よ
る
）。
一
一
世
紀
以
降
、
天
皇
へ
の
進
講
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
明
治
八
年
に
は
元
田
永
孚
が
明
治
天
皇
に
進
講
し
、
大
正
三
年
に
は
三
島
中
洲
が
、
同
四
年
に
は
小
牧
昌
業
が
そ
れ
ぞ
れ
大
正
天
皇
に
進
講
し
た
。
三
三
〇
番
書
翰
は
短
翰
の
た
め
、
田
中
、
山
県
両
人
が
ど
の
よ
う
な
意
味
で
両
書
を
取
り
上
げ
た
の
か
は
読
み
取
れ
な
い
。
し
か
し
、
両
人
の
歴
史
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
興
味
関
心
の
高
さ
を
示
唆
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
軍
刀
で
床
を
コ
ツ
ン
と
鳴
ら
し
明
治
天
皇
を
居
眠
り
か
ら
目
覚
め
さ
せ
た
と
伝
え
ら
れ
る
山
県
が『
貞
観
政
要
』に
一
体
何
を
学
ん
だ
の
か
興
味
が
そ
そ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
つ
い
最
近
、
田
中
の
懐
古
趣
味
に
関
す
る
情
報
が
新
た
に
公
に
さ
れ
た
の
で
、
紹
介
し
て
お
こ
う
。
二
○
一
○
年
八
月
一
八
日
付
福
島
民
報
（
電
子
版
）
に
よ
れ
ば
、
福
島
県
南
会
津
町
田
島
の
「
漢
学
者
」
で
あ
り
「
書
画
や
古
美
術
鑑
定
家
」
で
も
あ
っ
た
杉
原
夷
山
と
い
う
人
物
の
も
と
に
大
正
七
年
一
月
一
九
日
付
か
ら
大
正
一
二
年
一
一
月
二
五
日
付
ま
で
の
五
九
通
の
田
中
光
顕
書
翰
が
送
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
内
容
は
「
勤
王
志
士
の
遺
墨
や
遺
品
」
に
関
す
る
情
報
の
照
会
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
書
翰
の
中
に
は
土
佐
勤
王
党
の
ト
ッ
プ
で
あ
っ
た
武
市
半
平
太
（
瑞
山
）
に
関
す
る
思
い
出
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
情
報
は
、
そ
れ
ら
の
書
翰
を
保
存
し
て
き
た
杉
原
夷
山
の
ご
令
孫
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
幕
末
尊
王
運
動
史
探
求
者
と
し
て
田
中
が
い
か
に
幅
広
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
か
が
改
め
て
う
か
が
わ
れ
よ
う
。
こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
後
号
で
紹
介
す
る
。
三
二
七
番
書
翰
（
明
治
三
三
年
八
月
日
付
不
明
）
に
は
、
山
県
の
還
暦
を
記
念
し
て
周
囲
の
人
々
に
よ
っ
て
山
県
の
銅
像
建
設
が
提
案
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
記
述
が
あ
る
。山
県
の
銅
像
に
つ
い
て
は
、昭
和
二
年
に
北
村
西
望
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
、
陸
軍
大
臣
官
邸
前
に
置
か
れ
た
騎
馬
像
が
良
く
知
ら
れ
て
い
る
（
そ
の
後
、
そ
の
設
置
場
所
は
東
京
の
上
野
、
井
の
頭
公
園
、
そ
し
て
萩
市
内
の
公
園
と
移
転
を
繰
り
返
し
た
。
ち
な
み
に
、
彫
刻
家
北
村
は
敗
戦
後
の
長
崎
の
平
和
祈
念
像
の
制
作
者
で
あ
る
が
、
力
や
感
情
を
示
す
た
め
に
肉
付
け
や
タ
ッ
チ
を
強
調
す
る
と
い
う
独
特
の
作
風
が
評
価
さ
れ
、
戦
前
、
寺
内
正
毅
像
、
児
玉
源
太
郎
像
、
板
垣
退
助
像
〈
国
会
議
事
堂
〉
を
制
作
し
て
い
た
。
以
上
、
長
井
純
市
「
五
十
年
と
五
十
周
年
」、
国
立
教
育
会
館
編
・
刊『
歴
史
の
焦
点
・
日
本
と
世
界
』〈
一
九
九
六
年
〉所
収
）。し
か
し
、
明
治
三
三
年
の
山
県
像
制
作
案
に
つ
い
て
は
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
考
に
俟
ち
た
い
。
最
後
に
、
山
県
の
性
格
を
示
唆
す
る
書
翰
に
触
れ
て
お
こ
う
。
三
一
四
番
書
翰
（
明
治
年
代
不
明
一
一
月
三
日
付
）
に
は
、「
篤
と
老
兄
と
談
結ママ致
候
上
な
ら
て
は
談
話
之
精
神
貫
徹
不
致
事
歟
と
察
候
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
話
題
が
何
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
田
中
と
の
共
通
理
解
に
お
い
て
誤
解
の
余
地
の
な
い
こ
と
を
期
そ
う
と
す
る
強
い
意
志
、
念
を
入
れ
曖
昧
さ
を
嫌
う
と
い
っ
た
山
県
の
一
面
が
良
く
表
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
て
、
今
回
も
史
料
翻
刻
に
際
し
て
の
凡
例
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
翻
刻
さ
れ
た
史
料
の
正
確
性
に
つ
い
て
は
、
最
後
に
目
を
通
し
た
長
井
が
責
任
を
負
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
書
き
添
え
て
お
く
。
田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
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山
県
有
朋
書
翰
（
そ
の
十
）
「
含
雪
公
手
簡
巻
五
十
三
宮
内
次
官
時
代
」
以
下
、
同
巻
所
収
の
書
翰
山
301
明
治
（
28
）
年
８
月
17
日
昨
夜
無
事
御
帰
京
之
由
欣
然
。
今
朝
者
鳥
渡
参
堂
可
致
含
居
候
処
、
無
拠
用
事
有
之
、
六
時
比
よ
り
外
出
、
十
一
時
比
宮
内
省
罷
出
候
得
者
、
今
日
は
故
親
王
殿
下
之
御
祭
事
に
付
、
御
出
省
無
之
と
の
事
伝
承
。
不
得
拝
晤
遺
憾
に
存
候
。
老
生
は
今
日
よ
り
大
磯
え
罷
越
、
明
後
朝
帰
京
可
致
含
居
候
。
然
処
今
日
宮
内
省
罷
出
池
田
侍
医
局
長
に
面
会
候
処
、
昨
日
来
皇
太
子
殿
下
御
病
症
一
変
し
病
勢
大
に
増
進
せ
し
趣
了
承
。
是
よ
り
高
輪
邸
に
相
伺
ひ
可
申
と
存
候
。
若
万
々
一
御
急
変
之
模
様
も
被
為
在
候
は
ゝ
御
内
報
御
一
電
可
被
下
為
其
御
依
頼
迄
。
草
々
頓
首
八
月
十
七
日
有
朋
　
田
中
将
軍
幕
下
乱
毫
高
恕
。
御
一
読
御
火
中
可
被
下
候
也
。
［
封
筒
］
表
、
田
中
宮
内
次
官
殿
、
親
展
内
啓
。
裏
、
緘
、
有
朋
。
山
302
明
治
（
　
）
年
９
月
９
日
只
今
別
翰
接
手
披
見
候
処
、
諸
事
好
結
果
を
得
、
此
都
合
に
候
へ
は
明
日
は
落
着
可
致
と
察
申
候
。
就
而
は
明
朝
井
上
え
御
来
訪
相
成
候
様
に
と
申
来
候
に
付
、
毎
度
乍
御
苦
労
御
出
会
所
祈
候
。
猶
、
別
翰
御
一
読
被
下
度
。
且
明
朝
井
上
と
御
面
会
之
儀
有
無
電
話
に
て
可
申
遣
と
存
候
に
付
、
口
頭
に
て
此
者
え
被
命
度
候
。
草
々
不
一
九
月
九
日
夜
椿
山
荘
主
　
青
山
老
台
猶
々
、
日
高
之
事
早
速
御
運
ひ
被
下
難
有
奉
存
候
。
［
封
筒
］
表
、
田
中
次
官
殿
、
親
展
内
啓
。
裏
、
緘
、
有
朋
。
山
303
明
治
（
29
）
年
９
月
25
日
先
刻
拝
承
仕
候
。
桂
子
留
任
之
一
事
、
万
一
思
召
を
以
被
差
留
候
様
に
相
成
候
て
は
実
に
不
容
易
事
情
に
立
到
可
申
と
深
憂
慮
罷
在
候
。
其
節
御
話
も
有
之
候
様
事
情
概
略
御
聞
に
達
候
哉
甚
懸
念
之
余
鳥
渡
窺
ひ
試
候
。
不
得
止
者
明
日
十
一
字
過
参
朝
可
仕
歟
と
存
候
。
事
情
上
達
致
居
候
へ
は
、
明
後
日
歟
又
は
其
翌
日
に
て
も
可
然
事
に
候
。
旁
情
況
御
一
報
相
願
候
。
草
々
頓
首
九
月
廿
五
日
椿
山
荘
主
　
青
山
老
兄
密
啓
［
封
筒
］
表
、
田
中
次
官
殿
、
必
親
展
内
啓
。
裏
、
緘
、
有
朋
。
［
同
封
］
明
治
（
　
）
年
（
　
）
月
（
　
）
日
付
山
県
有
朋
宛
［
国
重
］
正
文
書
翰
謹
啓
　
御
風
気
御
臥
蓐
被
為
在
候
趣
如
何
程
の
御
事
に
御
座
候
や
。
御
保
重
申
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上
も
疎
候
得
共
、
私
事
先
日
京
都
滞
留
以
来
咳
気
強
く
其
節
は
御
注
意
も
被
下
候
事
に
付
、
烟
草
も
止
め
酒
も
慎
み
罷
在
候
処
、
と
う
も
平
癒
不
仕
過
日
来
池
田
謙
斎
氏
に
治
療
相
頼
居
候
処
、
肺
病
之
由
に
て
驚
居
申
候
。
爾
来
専
ら
該
病
退
治
に
摂
養
罷
在
申
候
。
右
様
の
次
第
に
而
早
速
に
も
伺
候
不
得
仕
御
無
礼
仕
候
。
○
毎
度
う
る
さ
き
御
願
申
上
候
得
と
も
私
身
上
之
事
、
九
鬼
氏
之
話
一
向
運
ひ
方
相
分
り
不
申
困
居
申
候
。
既
に
宮
内
省
予
算
会
議
も
決
定
し
、
博
物
館
の
方
は
減
額
も
無
之
通
過
せ
し
趣
伝
承
仕
候
故
、
九
鬼
氏
に
承
見
候
得
共
未
た
左
様
の
訳
に
は
無
之
と
の
返
答
に
御
座
候
。
然
処
此
間
京
都
の
雨
森
菊
太
郎
府
会
議
長
態
々
弊
宅
え
来
、
平
安
神
宮
々
司
壬
生
氏
此
度
辞
任
に
付
其
後
任
に
出
て
如
何
哉
と
申
談
候
。
依
て
又
九
鬼
氏
に
参
り
及
相
談
候
処
平
安
神
宮
の
方
は
先
つ
断
り
可
然
、
博
物
館
の
方
何
と
か
相
運
ひ
可
申
と
の
事
に
御
座
候
。
依
て
神
宮
の
方
は
雨
森
に
断
り
置
申
候
。
爾
後
九
鬼
氏
之
方
年
内
か
来
春
か
相
尋
見
候
得
共
、
ど
う
も
は
つ
き
り
相
分
り
不
申
、
私
よ
り
理
屈
を
並
へ
切
迫
に
難
被
申
遣
情
状
も
有
之
、
誠
に
飄
々
然
た
る
体
に
而
罷
在
申
候
間
、
近
頃
恐
縮
之
至
に
候
得
と
も
田
中
次
官
に
御
対
話
之
序
御
噂
被
成
遣
度
、
次
官
よ
り
九
鬼
氏
之
心
算
相
尋
見
も
ら
ひ
度
至
願
に
御
座
候
。
右
不
顧
欠
敬
御
玄
関
に
て
紙
墨
拝
借
。
困
迫
之
心
情
申
上
候
。
御
推
憫
奉
願
候
。
正
文
　
大
将
公
閣
下
［
註
］
山303
番
書
翰
の
あ
と
に
貼
付
さ
れ
た
こ
の
書
翰
は
、
そ
の
内
容
か
ら
山
305
書
翰
に
同
封
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
山
304
明
治
（
29
）
年
12
月
23
日
盛
宴
に
御
列
席
中
を
も
不
顧
左
に
開
陳
致
候
儀
は
毛
利
公
爵
病
気
危
篤
之
報
を
得
候
に
付
、
叙
位
并
勲
章
等
之
儀
は
如
何
可
被
仰
付
哉
老
兄
と
内
談
致
し
試
候
様
井
上
よ
り
只
今
申
来
候
。
幸
に
宮
内
大
臣
邸
に
て
御
会
合
之
折
柄
に
付
何
卒
御
談
合
被
成
下
御
意
見
拝
承
仕
度
急
使
を
以
一
書
拝
啓
如
此
。
草
々
不
尽
十
二
月
二
十
三
夜
八
字
半
有
朋
　
青
山
田
中
老
兄
猶
、
過
刻
絶
命
之
趣
に
相
聞
候
。
此
段
御
含
置
可
被
下
。
再
白
［
封
筒
］表
、
宮
内
大
臣
官
邸
に
て
、
田
中
宮
内
次
官
殿
、
親
展
至
急
。
裏
、
緘
、
山
県
朋
。
山
305
明
治
（
29
）
年
12
月
30
日
今
朝
医
官
之
診
察
を
受
候
へ
は
猶
今
明
日
は
外
出
不
致
様
に
と
厳
重
に
申
聞
候
事
故
、
今
日
は
高
輪
え
参
り
不
申
若
御
出
相
成
儀
に
候
は
ゝ
御
序
御
一
言
相
願
度
候
。
先
日
来
国
重
来
訪
、
未
面
会
は
不
致
。
別
翰
は
一
周ママ程
前
に
相
認
め
候
も
の
に
て
其
後
来
訪
之
由
な
れ
と
も
此
節
引
籠
中
に
て
玄
関
に
て
謝
絶
い
た
し
候
と
申
事
に
候
。
九
鬼
に
御
一
言
相
願
度
。
国
重
は
肺
患
に
罹
り
殊
に
財
政
に
は
困
り
た
る
事
と
察
申
候
。
為
其
。
草
々
不
尽
十
二
月
三
十
日
朝
椿
山
荘
主
　
青
山
老
兄
［
封
筒
］
表
、
青
山
田
中
老
台
、
内
啓
。
裏
、
有
朋
。
田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
十
一
）
七
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「
含
雪
公
手
簡
巻
五
十
四
」
以
下
、
同
巻
所
収
の
書
翰
山
306
明
治
（
31
）
年
１
月
25
日
朶
雲
落
掌
。
美
術
協
会
之
事
拝
承
。
如
何
様
と
も
貴
意
に
随
ひ
可
申
候
。
扨
、
宮
内
大
臣
之
談
話
に
至
て
は
実
に
喫
一
驚
候
。
如
此
肺
腑
を
看
破
せ
ら
る
ゝ
の
談
論
は
尋
常
人
之
所
不
及
候
。
嗚
呼
如
来
諭
湘
南
草
廬
之
桃
源
者
近
来
之
快
事
に
有
之
候
。
孰
れ
両
三
日
中
鳥
渡
帰
京
可
得
拝
晤
候
。
草
々
復
一
月
二
十
五
日
湘
南
小
淘
庵
主
朋
頓
首
　
青
山
老
閣
座
下
［
封
筒
］表
、
東
京
小
石
川
区
関
口
台
町
二
拾
九
番
地
、
田
中
図
書
頭
殿
、
親
展
。
裏
、
緘
、
相
州
大
磯
駅
、
山
県
朋
。
［
同
封
］
明
治
（
31
）
年
２
月
７
日
付
山
県
有
朋
宛
中
山
寛
六
郎
書
翰
謹
呈
　
愈
御
清
康
奉
抃
賀
候
。
陳
者
前
日
御
高
示
之
件
其
後
老
母
へ
話
述
候
事
に
着
手
候
得
共
、
一
概
に
結
局
之
話
に
及
ひ
病
体
老
骨
殊
に
近
来
吉
凶
之
感
動
に
敏
と
く
相
成
居
候
。
老
人
に
激
動
を
与
へ
候
も
甚
難
忍
、
徐
々
に
説
述
候
次
第
に
て
甚
手
間
取
り
嘸
か
し
御
迷
惑
之
事
も
可
被
為
在
と
只
々
恐
縮
に
不
堪
罷
在
候
。
昨
日
昇
堂
右
可
申
上
と
存
候
処
御
来
客
中
且
在
京
検
事
正
二
、
三
名
と
十
二
時
頃
会
合
之
約
有
之
、
無
拠
帰
宅
失
礼
仕
候
。
猶
親
敷
可
願
上
候
へ
共
不
取
敢
右
内
申
迄
。
草
々
敬
具
二
月
七
日
寛
六
郎
　
山
県
元
帥
閣
下
［
封
筒
］表
、
小
石
川
区
目
白
台
、
山
県
元
帥
閣
下
、
親
展
。
裏
、
緘
、
赤
坂
区
榎
木
坂
町
一
番
地
、
中
山
寛
六
郎
。
［
註
］
　
山
306
番
書
翰
の
あ
と
に
貼
付
さ
れ
た
こ
の
書
翰
は
、
そ
の
内
容
か
ら
山
307
番
書
翰
に
同
封
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
山
307
明
治
（
31
）
年
２
月
９
日
一
昨
日
分
袖
後
春
畝
面
会
。
事
情
概
略
致
披
陳
候
処
大
満
足
に
て
宮
中
従
来
之
一
凝
結
を
溶
解
可
致
意
見
等
に
付
種
々
談
論
致
し
候
事
に
候
。
其
後
土
方
及
ひ
春
畝
に
御
面
晤
相
成
大
体
に
付
而
者
高
見
と
符
合
致
し
此
間
一
事
之
故
障
無
之
と
察
申
候
。
勿
論
将
来
之
事
業
尋
常
一
様
之
事
に
は
無
之
、
頗
る
困
難
之
境
遇
に
一
身
を
被
投
、
い
か
に
も
老
兄
に
対
し
て
は
難
御
堪
次
第
に
候
。
乍
去
為
皇
室
為
国
家
大
賀
至
極
に
候
。
先
は
其
後
之
概
要
及
開
陳
候
。
孰
れ
両
三
日
中
帰
京
。
細
縷
期
拝
晤
可
申
候
。
草
々
頓
首
二
月
九
日
朝
大
磯
に
て
有
朋
　
田
中
将
軍
幕
下
猶
、
別
書
中
山
よ
り
昨
夜
接
手
。
即
供
清
覧
候
。
実
に
痴
情
男
子
之
妄
信
病
に
は
百
薬
之
効
験
も
更
に
無
之
、
一
咲
之
外
妙
薬
不
見
候
。
再
白
［
封
筒
］表
、
東
京
小
石
川
区
関
口
台
町
二
拾
九
番
地
、
田
中
図
書
頭
殿
、
書
留
二
一
［
以
下
、
一
文
字
不
明
］、
親
展
。
裏
、
緘
、
相
州
大
磯
駅
、
山
県
朋
。
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「
含
雪
公
手
簡
巻
五
十
五
」
以
下
、
同
巻
所
収
の
書
翰
山
308
明
治
（
31
）
年
１
月
６
日
先
以
祝
新
年
老
兄
万
福
。
老
生
昨
夜
春
畝
同
行
帰
京
致
し
候
。
内
閣
組
織
略
落
着
す
る
ま
て
は
京
師
行
は
見
合
可
申
候
。
今
日
は
御
寸
暇
之
節
可
得
面
晤
と
存
候
。
為
其
。
草
々
不
尽
一
月
六
日
椿
山
荘
主
　
青
山
田
中
老
兄
座
下
［
封
筒
］
表
、
田
中
老
兄
、
内
啓
。
裏
、
有
朋
。
山
309
明
治
（
　
）
年
１
月
27
日
昨
夜
者
無
二
之
御
馳
走
を
忝
し
近
来
之
快
事
不
過
之
候
。
如
此
工
風
は
何
処
よ
り
生
し
候
哉
。
鈴
木
に
江
戸
子
、
阿
里
に
京
風
猶
今
朝
酔
夢
の
中
に
残
申
候
。
芸
妓
微
酔
之
状
況
は
又
一
奇
観
に
有
之
候
。
今
朝
早
天
出
途
之
砌
大
革
新
と
申
著
書
先
日
発
売
禁
止
相
成
候
も
の
供
清
覧
置
候
。
御
閑
暇
之
節
御
一
読
近
情
御
推
考
可
被
下
候
。
草
々
頓
首
一
月
廿
七
日
芽
城
山
人
朋
　
青
山
田
中
老
台
［
封
筒
］
表
、
田
中
青
山
老
台
、
親
展
。
裏
、
緘
、
有
朋
。
山
310
明
治
（
　
）
年
５
月
29
日
今
夕
者
三
時
比
よ
り
出
か
け
道
草
を
摘
つ
ゝ
罷
越
候
て
は
如
何
や
。
兎
に
角
御
立
寄
被
下
度
御
待
申
候
。
草
々
頓
首
五
月
廿
九
日
椿
山
荘
主
　
青
山
将
軍
幕
下
［
封
筒
］
表
、
田
中
青
山
老
台
、
親
展
。
裏
、
有
朋
。
山
311
明
治
（
　
）
年
６
月
30
日
昨
日
者
御
手
数
を
煩
し
恐
縮
之
外
無
之
候
。
殊
に
今
朝
は
御
送
付
被
成
下
候
処
、
其
節
は
外
出
中
に
て
留
守
居
之
者
よ
り
致
落
手
候
。
孰
面
晤
拝
謝
可
致
候
得
と
も
、
御
一
礼
迄
。
草
々
不
尽
六
月
三
十
日
椿
山
荘
主
朋
　
青
山
老
兄
座
下
［
封
筒
］
表
、
青
山
田
中
老
閣
、
親
展
。
裏
、
緘
、
有
朋
。
山
312
明
治
（
　
）
年
８
月
３
日
若
今
朝
御
さ
し
支
無
之
候
は
ゝ
御
出
省
掛
鳥
渡
御
立
寄
被
下
度
申
上
試
候
。
草
々
頓
首
八
月
三
日
朝
芽
城
山
人
朋
　
［
封
筒
］
表
、
田
中
老
台
、
親
展
。
裏
、
緘
、
有
朋
。
田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
十
一
）
九
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山
313
（
　
）（
　
）
年
10
月
10
日
朝
鮮
事
件
に
付
今
朝
鳥
渡
御
内
話
致
度
御
待
申
候
。
草
々
頓
首
十
月
十
日
有
朋
　
田
中
老
閣
［
封
筒
］
表
、
田
中
老
兄
、
親
展
い
そ
き
。
裏
、
〆
、
有
朋
。
山
314
明
治
（
　
）
年
11
月
３
日
午
前
は
約
束
之
来
客
、
殊
に
陸
軍
関
係
之
事
件
に
付
、
猶
談
話
未
結
了
に
不
到
午
後
な
れ
は
面
晤
を
得
可
申
候
。
昨
日
御
談
合
致
候
様
篤
と
老
兄
と
談
結ママ致
候
上
な
ら
て
は
談
話
之
精
神
貫
徹
不
致
事
歟
と
察
候
。
貴
慮
如
何
や
。
鄙
意
開
陳
申
試
候
。
草
々
不
尽
十
一
月
三
日
椿
山
荘
主
頓
首
　
青
山
老
閣
座
下
［
封
筒
］
表
、
田
中
老
閣
、
内
復
。
裏
、
緘
、
有
朋
。
「
含
雪
公
手
簡
巻
五
十
六
」
以
下
、
同
巻
所
収
の
書
翰
山
315
明
治
（
29
）
年
３
月
11
日
今
朝
者
霰
之
空
と
相
成
候
へ
と
も
却
而
春
暖
を
覚
申
候
。
老
生
微
疾
も
追
々
軽
快
に
赴
き
今
朝
も
発
熱
無
之
、
只
頭
脳
之
重
さ
を
感
し
活
気
を
失
ひ
候
位
故
、
さ
し
た
る
事
は
有
之
間
布
、
依
而
明
日
十
字
比
参
内
。
御
暇
乞
申
上
度
に
付
、
今
日
老
兄
御
出
奏
之
序
を
以
何
と
な
く
御
申
上
置
被
下
候
へ
は
旁
都
合
可
然
歟
と
存
候
。
そ
し
て
午
後
総
理
、
外
務
、
陸
海
軍
大
臣
に
面
会
致
し
候
へ
は
夫
に
て
出
発
と
相
成
可
申
と
存
候
。
又
昨
夜
よ
り
平
井
軍
医
感
冒
に
罹
り
た
る
趣
一
日
も
速
に
全
快
を
祈
居
候
。
医
師
同
行
無
之
而
は
甚
困
却
と
憂
慮
不
少
候
。
孰
拝
光
万
譲
。
草
々
頓
首
三
月
十
一
日
朝
八
字
過
椿
山
荘
主
朋
　
青
山
老
閣
座
下
［
封
筒
］
表
、
田
中
賢
台
、
袖
展
。
裏
、
緘
、
有
朋
。
山
316
明
治
（
　
）
年
４
月
23
日
昨
夜
者
緩
々
高
話
拝
承
、
本
懐
不
過
之
候
。
扨
、
兼
而
御
聞
及
有
之
候
中
山
身
上
之
事
に
付
両
三
日
前
芳
川
来
訪
。
種
々
尽
力
致
し
候
へ
と
も
何
分
目
的
難
達
と
の
事
に
て
遂
に
若
都
筑
転
任
之
場
合
に
立
到
候
は
ゝ
暫
時
に
て
も
其
後
任
に
採
用
相
願
試
度
老
閣
に
談
合
可
致
と
相
談
し
な
か
ら
失
念
候
に
付
御
含
置
可
被
下
候
。
同
人
之
儀
に
付
而
は
何
も
御
熟
知
之
事
故
細
縷
不
尽
候
。
孰
拝
青
万
可
申
陳
。
草
々
不
一
四
月
廿
三
日
椿
山
荘
主
　
青
山
老
兄
［
封
筒
］
表
、
青
山
老
閣
、
親
展
。
裏
、
緘
、
椿
山
荘
主
。
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山
317
明
治
（
31
）
年
10
月
８
日
華
墨
忝
拝
読
。
爾
来
御
壮
剛
欣
然
之
至
に
候
。
扨
、
暗
号
御
送
付
被
下
収
手
且
知
事
之
一
件
及
ひ
刀
剣
之
事
御
談
合
被
成
下
多
謝
。
此
節
は
伊
国
皇
族
御
着
京
御
款
待
向
彼
是
御
繁
多
不
堪
想
察
候
。
乍
去
暫
時
御
滞
京
之
由
蕉
庵
霜
楓
之
光
景
は
必
可
入
高
吟
と
察
候
。
京
師
も
霜
葉
未
不
染
。
併
し
、
最
上
好
時
節
野
外
之
散
策
実
に
爽
快
無
限
候
。
于
時
皇
太
子
殿
下
行
啓
御
延
引
と
の
事
新
聞
紙
上
に
て
は
御
容
体
は
さ
し
た
る
事
に
も
無
之
様
被
相
伺
候
。
京
洛
之
秋
晴
は
尤
も
御
療
養
に
は
適
し
可
申
歟
と
素
人
な
か
ら
察
申
候
。
万
一
伊
国
皇
族
当
地
御
来
游
等
之
儀
さ
し
起
り
御
対
面
等
に
さ
し
響
き
、
或
は
御
延
引
等
之
事
は
無
之
哉
と
察
申
候
。
略
御
様
子
相
分
り
居
候
は
ゝ
侍
者
に
命
せ
ら
れ
一
報
を
煩
し
度
候
。
先
は
為
其
。
草
々
時
下
為
邦
家
御
自
重
専
祈
之
至
に
候
。
不
宣
十
月
八
日
南
禅
寺
畔
無
隣
庵
主
朋
　
青
山
老
閣
座
下
猶
々
、
令
婦
人
え
御
序
可
然
御
致
意
相
願
候
。
再
白
［
封
筒
］
表
、
青
山
老
兄
、
内
啓
。
裏
、
緘
。
「
含
雪
公
手
簡
巻
五
十
七
宮
内
大
臣
時
代
」
以
下
、
同
巻
所
収
の
書
翰
山318
明
治
（
　
）
年
１
月
24
日
寒
威
甚
し
く
候
処
、
弥
御
壮
剛
欣
然
。
扨
、
昨
日
帰
京
に
付
帰
途
鳥
渡
参
堂
可
致
含
居
候
処
、
用
向
手
間
取
候
為
め
夜
に
入
不
果
其
意
、
今
朝
も
無
拠
来
客
に
て
外
出
を
被
妨
、
不
得
止
以
書
面
申
試
候
儀
は
、
来
る
廿
六
日
夕
五
字
頃
よ
り
御
夫
婦
様
に
て
御
来
遊
被
下
間
布
や
。
何
の
風
情
も
無
之
候
へ
共
、
晩
餐
さ
し
上
度
候
。
実
は
松
子
近
日
欧
洲
発
途
に
付
、
真
の
内
輪
之
者
の
み
に
て
離
杯
を
傾
け
可
申
と
存
候
故
、
御
さ
し
支
無
之
候
へ
は
御
来
光
相
待
申
候
。
書
面
に
て
御
按
内
申
上
候
程
之
事
に
は
無
之
、
旁
得
拝
晤
可
申
試
と
存
候
へ
共
、
時
日
さ
し
迫
り
候
故
、
一
价
走
ら
せ
候
。
余
事
在
拝
光
。
草
々
不
一
一
月
廿
四
日
椿
山
荘
主
朋
　
青
山
老
閣
座
下
猶
、
ね
ま
き
の
侭
に
て
御
出
相
願
候
事
に
候
。
［
封
筒
］
表
、
田
中
宮
相
閣
下
、
親
展
。
裏
、
緘
、
京
都
東
山
、
有
朋
。
山
319
明
治
（
　
）
年
３
月
16
日
御
清
福
万
賀
。
扨
、
曾
而
差
出
置
候
建
議
要
録
明
日
取
に
さ
し
出
可
申
に
付
、
御
渡
被
下
候
様
願
ひ
上
候
。
今
日
御
礼
に
参
朝
仕
官
房
え
御
尋
致
し
候
処
、
御
出
務
無
之
に
付
右
ま
て
申
上
候
。
余
事
期
拝
青
可
申
。
草
々
頓
首
三
月
十
六
日
於
宮
中
有
朋
　
田
中
老
子
閣
下
［
封
筒
］
表
、
田
中
宮
内
大
臣
殿
、
親
展
。
裏
、
緘
、
有
朋
。
田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
十
一
）
一
一
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山
320
明
治
（
36
）
年
３
月
18
日
御
清
壮
欣
然
。
扨
は
松
本
鉄
道
作
業
局
長
、
昨
今
危
篤
に
陥
り
候
。
容
体
は
已
に
御
承
知
相
成
候
事
と
察
候
。
就
而
は
昨
日
叙
勲
之
儀
は
相
運
候
由
に
候
処
、
同
人
儀
、
鉄
道
事
業
に
付
而
は
十
数
年
来
職
務
上
勉
励
は
申
迄
も
無
之
、
事
業
上
に
付
着
々
実
行
を
挙
功
績
不
尠
趣
、
学
士
及
ひ
官
吏
又
は
実
業
家
等
よ
り
何
と
歟
叙
爵
之
御
詮
議
相
成
候
様
頻
に
懇
願
致
候
趣
、
此
事
情
御
聞
取
、
十
分
御
詮
議
被
尽
度
所
願
候
。
為
其
依
頼
に
依
り
事
情
及
開
陳
候
。
草
々
頓
首
三
月
十
八
日
有
朋
　
田
中
宮
相
閣
下
［
封
筒
］
表
、
田
中
宮
内
大
臣
殿
　
親
展
。
裏
、
緘
、
有
朋
。
山321
明
治
（
　
）
年
５
月
３
日
今
朝
華
墨
落
手
拝
読
。
爾
後
御
壮
剛
欣
喜
之
至
に
候
。
扨
は
授
爵
之
事
、
被
仰
聞
了
承
。
両
大
臣
之
儀
、
他
之
権
衡
上
よ
り
詮
議
難
相
成
候
へ
は
、
他
日
恩
典
を
蒙
り
候
外
無
之
と
存
候
。
維
新
之
功
績
に
依
り
授
爵
之
部
中
、
小
原
議
員
御
詮
議
有
之
候
は
ゝ
、
武
井
守
正
の
歴
履
マ
マ
十
分
詮
議
を
被
尽
度
候
。
老
生
も
当
時
之
事
情
篤
と
承
知
不
致
候
へ
と
も
、
一
、
二
之
人
自
伝
承
候
へ
は
、
甲
乙
無
之
哉
に
聞
及
申
候
。
乍
此
上
御
考
究
所
願
候
。
猶
十
年
以
上
に
て
松
岡
才
判
所
長
抔
は
蜂
須
賀
公
爵
自
頻
に
申
込
候
。
孰
に
し
て
も
授
爵
之
詮
議
は
困
難
至
極
之
事
情
不
堪
想
察
候
。
余
事
近
日
帰
京
拝
光
万
縷
可
申
陳
候
。
草
々
復
五
月
三
日
京
都
無
隣
庵
主
朋
頓
首
　
宮
相
田
中
閣
下
［
封
筒
］
表
、
田
中
宮
相
閣
下
、
内
展
。
裏
、
緘
、
有
朋
。
山
322
明
治
（
　
）
年
６
月
15
日
昨
夕
者
御
来
光
を
忝
し
多
謝
。
扨
、
老
生
儀
、
夜
来
少
々
風
気
に
犯
さ
れ
、
今
朝
は
頭
痛
相
生
し
た
る
位
に
て
、
さ
し
た
る
事
は
無
之
候
へ
共
、
今
日
丈
外
気
に
不
触
様
暖
く
居
度
、
就
て
は
今
日
軍
旗
授
与
式
に
参
列
難
致
に
付
、
御
手
数
を
煩
し
候
へ
共
、
式
部
頭
其
他
え
御
一
声
相
願
度
候
。
実
は
先
日
も
不
参
、
又
今
日
も
欠
席
、
何
卒
可
然
相
願
候
。
御
依
頼
迄
草
々
余
事
在
面
晤
。
不
宣
六
月
十
五
日
椿
山
荘
主
朋
頓
首
　
芭
蕉
庵
老
兄
座
下
［
封
筒
］
表
、
田
中
宮
相
閣
下
、
内
展
。
裏
、
緘
、
有
朋
。
山
323
明
治
（
　
）
年
（
　
）
月
（
　
）
日
［
封
筒
］表
、
東
京
麹
町
区
一
番
町
一
番
地
、
田
中
宮
内
大
臣
殿
、
親
展
。
裏
、
緘
、
京
都
南
禅
寺
畔
草
川
、
山
県
朋
。
［
註
］
封
筒
の
み
。こ
の
封
筒
は
、次
の
山
324
番
書
翰
の
封
筒
と
推
定
さ
れ
る
。
「
含
雪
公
手
簡
巻
五
十
八
」
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以
下
、
同
巻
所
収
の
書
翰
。
山
324
明
治
（
　
）
年
６
月
14
日
拝
読
。
秋
触
扇
束
使
え
附
与
仕
候
。
御
落
手
可
被
下
候
。
宇
治
自
帰
坂
之
日
は
三
月
十
九
日
に
て
十
八
日
宇
治
一
泊
と
存
居
申
候
。
為
其
拝
復
。
六
月
十
四
日
朋
　
田
中
老
兄
猶
、
昨
夜
鳥
渡
御
妨
仕
候
処
折
悪
布
御
外
出
些
御
閑
暇
御
出
掛
可
被
下
候
。
以
上［
封
筒
］
な
し
。
山
325
明
治
（
　
）
年
７
月
（
　
）
日
舎
密
製
造
会
社
　
山
口
県
厚
狭
郡
小
野
田
　
頭
取
　
豊
永
長
吉
取
締
　
水
原
久
雄
　
藤
本
文
作
［
文
策
カ
］
資
本
金
五
拾
万
円
純
益
配
当
六
歩
に
当
る
七
百
五
拾
円
但
、
御
預
り
置
申
候
分
七
月
芽
城
山
人
　
芭
蕉
庵
主
人
［
封
筒
］
な
し
。
山
326
明
治
（
　
）
年
（
　
）
月
24
日
官
房
鳥
渡
御
帰
り
相
待
申
候
也
。
廿
四
日
有
朋
　
宮
内
大
臣
閣
下
［
封
筒
］
な
し
。
山
327
明
治
33
年
８
月
（
　
）
日
拝
啓
　
益
御
清
福
欣
然
之
至
に
候
。
陳
者
今
回
老
生
還
暦
之
寿
を
祝
せ
ら
れ
、
銅
像
建
設
之
佳
を
辱
し
、
万
謝
比
事
に
候
。
此
品
些
少
に
候
得
共
記
念
之
為
め
供
笑
覧
候
。
敬
具
明
治
三
十
三
年
八
月
山
県
有
朋
　
子
爵
田
中
光
顕
殿
［
封
筒
］
な
し
。
山
328
明
治
（
　
）
年
３
月
23
日
田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
十
一
）
一
三
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御
清
康
欣
然
。
扨
は
三
、
四
年
御
約
束
仕
な
か
ら
怠
り
候
書
簡
相
認
さ
し
出
申
候
。
御
一
笑
可
被
下
候
。
再
行
三
月
廿
三
日
芽
城
　
青
山
老
兄
［
封
筒
］
な
し
。
山
329
明
治
（
　
）
年
５
月
11
日
昨
夜
者
御
被
労
御
察
申
候
。
扨
、
木
下
周
一
に
面
晤
致
度
儀
有
之
候
に
付
、
明
日
午
後
参
謀
本
部
え
罷
出
候
様
、
老
兄
自
乍
御
手
数
御
指
図
被
下
度
相
願
候
。
毎
日
会
計
局
え
出
頭
不
致
や
に
承
居
候
付
無
拠
申
上
候
。
且
亦
少
々
御
内
話
致
度
儀
有
之
、
明
日
、
明
後
日
頃
迄
に
期
拝
晤
度
奉
存
候
。
草
々
頓
首
五
月
十
一
日
有
朋
　
青
山
賢
兄
［
封
筒
］
な
し
。
山
330
明
治
（
　
）
年
７
月
22
日
今
朝
者
国
之
礎
御
回
送
被
下
接
手
、
折
節
外
出
中
に
て
帰
邸
後
貴
翰
拝
読
。
即
貞
観
政
要
全
冊
為
持
さ
し
出
申
候
。
御
査
収
可
被
下
候
。
他
は
拝
光
万
譲
。
草
々
不
一
七
月
廿
二
日
椿
山
荘
主
　
芭
蕉
庵
主
人
座
下
［
封
筒
］
な
し
。
山
331
明
治
（
　
）
年
７
月
27
日
昨
日
服
部
え
御
話
し
御
座
候
琴
の
代
価
百
円
さ
し
い
た
し
申
候
。
御
面
倒
と
思
な
か
ら
御
計
ひ
願
ひ
上
候
。
い
つ
れ
近
日
何
も
御
目
に
か
ゝ
り
可
申
上
候
。
あ
ら
ゝ
ゝ
か
し
こ
七
月
廿
七
日
有
朋
　
田
中
御
奥
様
御
も
と
へ
［
封
筒
］
な
し
。
山
332
明
治
（
　
）
年
８
月
25
日
残
暑
未
去
候
処
爾
後
弥
御
壮
剛
欣
然
。
扨
、
此
度
御
息
所
御
内
定
相
成
大
賀
。
一
昨
年
来
非
常
之
御
配
慮
相
成
候
処
、
遂
に
今
日
之
吉
報
を
得
、
老
兄
に
於
て
も
嘸
か
し
歓
喜
之
至
不
堪
想
察
候
。
別
翰
は
若
さ
し
出
候
儀
不
都
合
に
候
は
ゝ
、
老
兄
之
手
元
に
抑
留
被
下
度
候
。
先
は
為
其
草
々
。
他
に
も
少
々
申
陳
度
事
情
も
有
之
候
得
共
、
期
他
日
可
申
候
。
井
上
伯
帰
京
、
病
気
全
快
之
由
、
不
相
替
多
忙
と
伝
承
。
伊
藤
も
北
陸
漫
游
之
由
、
来
月
上
旬
出
発
と
の
事
伝
承
。
世
間
も
秋
冷
と
共
に
多
少
騒
々
布
相
成
可
申
歟
と
察
候
。
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時
下
御
自
重
専
祈
之
至
に
候
。
不
一
八
月
廿
五
日
京
都
無
隣
庵
主
朋
頓
首
　
青
山
老
閣
座
下
［
封
筒
］
な
し
。
田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
（
十
一
）
一
五
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